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芳原　ちばなクリニック様が位置する沖縄県
中部地域では、人口増加が続いている一方、
近隣に健診を受けられる施設が少なく、働く
世代のニーズに対応できていないという課題
を伺いました。

砂川　近年、当センターの受診者数は増加を
続けており、特にニーズの高い胃カメラ検査
については「いつも予約が一杯で受けられな
い」との声もいただいていました。そこで、
当センターのある4階にあった通所リハビリの

移転に伴い、1.5倍の規模に拡張改装すること
にしたのです。

奥平　拡張改装工事を計画するにあたっては、
今までお付き合いのあった地元の設計事務所
など数社に声をかけていましたが、タイミン
グよく丹青社さんからDMが届き、コンペに参
加いただくことになりました。

芳原　当社では近年、予防医療に対する社会
的ニーズの高まりを背景に、健診施設での実
績の積み重ねによる知見やノウハウを、広く
全国で役立てたいとの想いがありました。DM
をご覧いただいて、どんな期待感をお持ちい

ただけましたか。

奥平　東京に本社を置き、全国で活躍されて
いる会社だけあって、実績が豊富で、デザイ
ン性も高い。是非、相談してみたいと思いま
した。沖縄にも営業所があるとのことで、早
速、連絡したところ、非常にフットワーク良
く対応いただけたのもありがたかったですね。

芳原　お話を伺っていて、「沖縄を代表する
健診施設になる」「地域のニーズに応えてい
く」という強い想いを感じたので、こちらも
全力でお応えしたいと考え、所長を筆頭に営
業所を挙げて体制を整備しました。
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デザイン・設計、制作・施工

2002年の開院以来、予防から治
療、そして介護まで幅広い医療サー
ビスを手がける「ちばなクリニッ
ク」。その柱の1つである予防医療
を担うのが、院内に併設された健
康管理センターです。4階フロアの
全面を健診エリアに拡大するにあ
たり、機能性とデザイン性を両立さ
せ、安らぎの空間で受診できる環
境を整え、地域の皆様の健康寿命
への寄与を目指しました。

全国の健診施設づくりで培ってきた
ノウハウとデザイン性に期待。

沖縄県中部地域の中核を担う医療機関である「ちばなクリニック」において予防医療を担ってきた健康管理センターが、拡張改装を経て2022年6月に
リニューアルオープンしました。その経緯について、丹青社プロジェクトマネージャーの芳原（沖縄営業所）とデザインディレクションを行った猪瀬
（デザインセンター）が、健康管理センター センター長の砂川様、事務長代理の奥平様とともに振り返りました。

沖縄ならではの開放的でリラックスできる、
地域に愛され、選ばれる空間づくりを。CROSS        TALK
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左から ちばなクリニック健康管理センター センター長 砂川隆様、
事務長代理 奥平和樹様、丹青社デザインセンター クリエイティブ
ディレクター猪瀬恭志。

撮影（After）：（株）インディボンドネットワークス

毎年7月12日は「人間ドックの日」。病気の早期発見につなげる人間ドックは、自分の健康と向き合う大切な機会です。その時間を
より快適に、そして豊かに過ごすための工夫を凝らした、“行きたくなる健診センター”づくりを進める丹青社の事例をご紹介します。

※肩書は取材当時



動画で本事例を
ご紹介しています

奥平　コンペまでの数カ月の間に、一番多く
打合せしたのが丹青社さんでした。熱意もさ
ることながら、こちらが思い描いていた理想
像をしっかりと把握した上で、コスト面も含
めて現実的な計画に落とし込んでもらえたの
で、実際の提案が非常に楽しみでしたね。

奥平　提案いただくにあたって提示したポイ
ントは「受診環境・働く環境の整備」「受診
者様や職員の動線改善」「内視鏡検査の充
実」「感染症対策の実施」の4点でした。すべ
てを具体化するのは大変だったかと思います。

猪瀬　私もオンラインで打合せに参加しました
が、当初より非常に明確にお考えを整理されて
いることに驚きました。特に動線については、
ベッドの配置など細かい所まで練り込まれたも
のをご提示いただいたのは初めてでした。

砂川　1.5倍の規模になるだけに、動線をしっ

かり検討しておく必要があると考えていまし
た。自分を含めた職員や受診者様の動きをシ
ミュレーションしながら、最適な配置を考え
ていましたので、イメージ通りに具現化して
もらえてありがたかったですね。

猪瀬　提案にあたって重視したのは、地域の皆
様に愛され、選ばれる施設にすること。そこで、
医療施設というよりも別荘のようにリラックス
できる空間を目指し、「ちばなヴィラ」という
コンセプトを掲げました。特に受診者様がセン
ター内を歩く際の“空間の見え方”を意識し、沖
縄ならではのマテリアル「琉球石灰岩」を採用
するほか、メリハリの利いた照明計画により、
砂川様が描いていた理想像に近づけられたので
はないかと思っています。

砂川　プレゼンでパースを見た時は圧倒され
ました。見た目はもちろん、効率的な空間配
置によって施設のキャパシティを高めるとと
もに、動線や感染症対策などへの配慮も行き
届いていて、満場一致で丹青社さんにお願い
することにしました。

奥平　施工にあたってお願いしたのは、休診
することなく工事を進めること。実際に工事
を行う丹青社さんには、さぞ苦労をおかけし
たと思います。

芳原　地域医療を支えるという使命からすれ
ば当然のことです。仮設運営しながらの工事
にあたっては、スケジューリングや工区の整
理、施工中の制作スタッフの体制整備など、
高いレベルが要求されます。そのため初期段
階から制作担当者も打ち合わせに参加し、制
作の視点で問題点を事前にクリアにすること
で、スムーズに進行できました。また、設計
打合せに関してはコロナ禍でリモートでの対
応がメインになったため、ちばなクリニック
様に不安やストレスをおかけせずに進められ
るよう、かなり念入りに準備を行いました。

奥平　細かい意匠や素材感などは、やはり対面
で実際に見せていただかないと伝わらないこと
もあるので、芳原さんはじめ沖縄営業所の方々
に足を運んでいただき、こちらの意図や想いを
設計の方々に伝えてもらえました。おかげで素
晴らしい出来栄えになったと感じています。

猪瀬　私たちにとっても、リモートだけでこ
こまでお互いの意識を共有し、納得いただけ
る空間を実現できたのは、貴重な経験でした。
今回、オンライン活用により、遠方のクライ
アント様にも当社の提案をお届けできたこと
は、今後の自信にもつながりました。

砂川　空間の使い方や機能性については提案段
階で納得できていたので、あとはデザインや施
工のプロにお任せしておけば安心だと思ってい
ましたが、いざ完成すると想像以上に素晴らし
く、品格や落ち着きのある、まさに目指してい
た空間で、受診者様からも好評をいただいてい
ます。新しくなった空間に負けないよう、今後
もサービスの質を高めていきます。

安心して健診を受けられ、
リラックスできる空間づくりを目指す。

コロナ禍に加えて、運営しながらの
施工という難題に挑む。

スタイリッシュで非日常感を楽しめる特別な空間に生まれ変わったこ

います。リラックスできる広々としたホールのなか、天井まである飾り
棚の装飾を鑑賞される受診者様の姿なども見受けられ、診察待ちの
間の喧騒感もなくなりました。完全に仕切られた女性検診エリア、使
いやすくて清潔感があり緊張が和らぐ採血室、異性の付き添いも一緒
に入れる多目的更衣室の新設など、私たちのこだわりを最高の形で
実現してもらえたことに深く感謝しています。

株式会社丹青社
デザインセンター

本件のデザインでは、沖縄らしさの表現と同時に「女性ならではの視
点」を重視。受診者の方々がポジティブな気持ちになれるよう、サロン
のような雰囲気を目指し、女性エリアは肌に近い温かみのあるカラー、
内視鏡エリアは海を彷彿させる爽やかなカラー
で構成するなど、エリアごとの住み分けを意識
しました。一方で、増床を重ねて使いづらくなっ
ていたレイアウトを再整理し、スタッフが働き
やすい職場づくりにも気を配っています。
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主任　シーラ千穂 様
デザインディレクター 小出美希（左）
デザイナー 藤原祥子（右）

利用者の多い採血室は
スタッフのこだわりが
特に反映されている



■ 丹⻘社について  
「こころを動かす空間創造のプロフェッショナル」として、店舗などの商業空間、博物館などの⽂化空間、展⽰会などのイベント空間等、⼈
が⾏き交うさまざまな社会交流空間づくりの課題解決をおこなっています。調査・企画から、デザイン・設計、制作・施⼯、デジタル技術を
活かした空間演出や運営まで、空間づくりのプロセスを⼀貫してサポートしています。

社名 ： 株式会社丹⻘社
所在地： 東京都港区港南1-2-70 品川シーズンテラス19F 〒108-8220（本社）
創業 ： 1946年10⽉
資本⾦： 40億2,675万657円（2023年1⽉31⽇現在）
上場 ： 東京証券取引所プライム市場 （証券コード：9743／業種名：サービス業）
URL ： https://www.tanseisha.co.jp

本ニュースレターに関するお問い合わせ・取材のご依頼
 株式会社丹⻘社 広報室 担当:⽯綿、寺⼾
 Mail:  pr-staff@tanseisha.co.jp  Tel:  03-6455-8115
 お問い合わせフォーム：https://www.tanseisha.co.jp/contact/pr
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2023.06.07 配信
「丹⻘社とpoint 0、カーボンニュートラルを⽬指し、オフィス改装のカーボン・オフセットを実施
 〜既存の会議室を『カーボン・オフセットルーム』としてリニューアル〜」

2023.06.07 配信
「丹⻘社、FSC®認証⽊材のみで構成した特注家具を製作
 〜『カーボン・オフセットルーム』の空間のコンセプトに合わせてデザイン〜」

2023.06.26 配信
「初⾳ミクPROMISE-16歳の約束-」、7⽉5⽇（⽔）よりオンラインチケット販売開始！
 〜16歳の誕⽣⽇を迎える初⾳ミクのTOKYO・YOKOHAMA・KOBE巡回イベント〜」

こちらから詳細を
ご覧いただけます

直近で下記ニュースリリースを配信しました

MEMO
丹⻘社のオフィスにおける環境活動
クールビズの実施や、電⼒効率の⾼いデータセンターへのサーバー集約、パブ
リッククラウドの活⽤拡⼤、OA機器の省エネ設定などを実施し、電気使⽤量を
削減しています。また、OA⽤紙の使⽤削減やオフィスから発⽣する廃棄物の抑
制または分別の徹底を推進しています。 なお、当社は環境省が主催する「Fun  
to Share」の趣旨にも賛同しています。
丹⻘社の本社は、東京都が実施する「特定テナント等事業者における地球温暖
化の対策に係る取組を評価・公表する仕組み」（2019年度）において、省エネ対
策の体制・取り組みが優れたテナントである「AAAランク」として評価されまし
た。
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撮影：株式会社ナカサアンドパートナーズ


